
 

2026 年 9 月 2 日 

NTT ドコモビジネス株式会社 

 

 

NTTドコモビジネスと千歳市、次世代半導体産業振興およびまちづくりに関する 

包括連携協定を締結 

～半導体・AI を活用し、産業・まち・自然・ひとが一体となり進化する 

「AI Native City CHITOSE」の実現に向けた連携強化～ 

 

NTT ドコモビジネス株式会社(旧 NTT コミュニケーションズ株式会社、以下 NTT ドコモビジネス)

は、次世代半導体・AI を活用した産業振興およびまちづくりの推進を目的として、北海道千歳市(以下 

千歳市)と包括連携協定(以下 本協定)を 2026 年 9 月 2 日に締結しました。本協定を通じて、千歳市将

来ビジョン※1 の実現を支援するとともに、IOWN®※2 をはじめとする先端テクノロジーを活用して、半

導体・AI を活用した研究開発や産業振興を推進していきます。 

  

1．背景 

千歳市では Rapidus 株式会社(以下 Rapidus)が 2023 年に進出して以降、半導体関連企業の集積

が始まるとともに、2027 年度の量産に向け次世代半導体産業拠点として発展を続けています。加

えて、千歳市が 2025 年 2 月に公表した千歳市将来ビジョンでは、Rapidus をはじめとした半導体

産業の集積により、関連企業や研究開発機関、設計開発企業(ファブレス)などの立地・集積がさら

に進むことが期待されています。また、半導体産業のエコシステム形成に伴い、研究開発環境の整

備、人材育成、雇用創出、産官学連携の強化、AI やデジタル技術の社会実装、交通・自然環境分野

をはじめとする地域課題への対応など、多面的な取り組みが求められています。 

NTT ドコモビジネスは、2023 年 12 月に北海道次世代産業振興・まちづくり PT を発足し、

2024 年 8 月に「HOKKAIDO IOWN CAMPUS」※3 の事業コンセプトを発表するなど、IOWN®を

はじめとする先端技術を活用し、北海道における産業振興および地域課題の解決に取り組んできま

した。また、これまでも両者は自動運転バス実証※4 や産官学連携による取り組みを行ってきました

が、本協定を通じて、さらなる千歳市将来ビジョンの実現を支援するとともに、NTT グループが提

唱する AIOWN※5 の中核となる AI-Centric ICT プラットフォーム®※6 などを活用し、世界最先端の

半導体産業都市と持続可能な地域社会の実現をめざしていきます。 

 

2．締結日 

 2026 年 9 月 2 日 

 

3．本協定の概要 

 千歳市と NTT ドコモビジネスは、以下の事項について取り組みます。 

 

(１) 次世代半導体および AI を活用した産業振興に関すること 

⚫ 半導体・AI 分野における研究開発環境の整備 

⚫ 国内外のアカデミア、研究機関、企業などの連携によるイノベーション創出 



(２) AI・データを活用したまちづくりに関すること 

⚫ 自動運転やフィジカル AI などの先端技術を活用したまちづくり 

⚫ AI・データ活用による新たな市民サービスの創出 

(３) 自然との共生に関すること 

⚫ AI やセンサーなどを活用した自然環境のモニタリングの推進 

⚫ ゼロカーボンシティおよびネイチャーポジティブの実現に向けた取り組み 

(４) 人材育成および地域社会の活性化に関すること 

⚫ 半導体・AI 分野を担う次世代人材の育成 

⚫ 産官学連携による人材循環と地域活性化の推進 

 

4．今後の展開 

 両者は、本協定にもとづき、「HOKKAIDO IOWN CAMPUS」の事業コンセプトのもとで「AI Native 

City CHITOSE※7」の実現をめざし、IOWN®をはじめとする先端テクノロジーを活用して、半導体・

AI を活用した研究開発や産業振興を推進します。加えて、千歳市における自動運転バスの社会実装に向

けた取り組みや、自然環境の可視化・モニタリング、半導体・ICT 人材育成などの取り組みを加速してい

きます。また、将来的には半導体・AI に関する共同研究開発基盤や産業横断型データ連携基盤の整備に向

けた検討を進めることで、世界水準の半導体・AI 研究開発拠点の形成をめざします。 

さらに、AI やロボット、自動運転技術が日常生活で活用される社会の実現を通じて、市民の安心・安全

や利便性の向上、地域経済の活性化を図り、持続可能な地域社会の推進に貢献していきます。 

 

 

「NTT コミュニケーションズ株式会社」は 2025 年 7 月 1 日に社名を「NTT ドコモビジネス株式会社」に変更し

ました。私たちは、企業と地域が持続的に成長できる自律・分散・協調型社会を支える「産業・地域 DX のプラット

フォーマー」として、新たな価値を生み出し、豊かな社会の実現をめざします。 

 

https://www.ntt.com/about-us/nttdocomobusiness.html 

 

 

※1：千歳市将来ビジョンとは、千歳市が 2025 年 2 月に公表した”まちづくりの方向性”を市内外に広く示すために

策定したビジョンです。 

※2：IOWN®とは、最先端の光技術などを使って豊かな社会を創るためのネットワーク基盤のことです。

「IOWN®」は、NTT 株式会社の商標または登録商標です。 

※3：「HOKKAIDO IOWN CAMPUS」の詳細については以下をご確認ください。 

ニュース 2024 年 8 月 1 日:さまざまな産業や地域課題を解決する事業コンセプト「HOKKAIDO IOWN 

CAMPUS」の発表について 

※4：千歳市で実施した自動運転バス実証の詳細については以下をご確認ください。 

ニュース 2026 年 1 月 14 日:豪雪・寒冷地における自動運転バスの安定走行モデル実証を千歳市で開始 

※5：「AIOWN」の詳細については以下をご確認ください。 

ニュース 2026 年 4 月 27 日:AI 活用の進展に合わせたリソース最適化・オペレーションを実現する AI ネイテ

ィブインフラ「AIOWN」の展開 

※6：AI-Centric ICT プラットフォーム®とは、企業が AI を活用して、生産性の抜本的改善、競争力強化やビジネ

https://www.ntt.com/about-us/press-releases/news/article/2024/0801.html?msockid=00cdba2a41a36f6128cfae19407b6ed1
https://www.ntt.com/about-us/press-releases/news/article/2024/0801.html?msockid=00cdba2a41a36f6128cfae19407b6ed1
https://www.ntt.com/about-us/press-releases/news/article/2026/0114.html?msockid=00cdba2a41a36f6128cfae19407b6ed1
https://www.ntt.com/about-us/press-releases/news/article/2026/0427_3.html?msockid=00cdba2a41a36f6128cfae19407b6ed1
https://www.ntt.com/about-us/press-releases/news/article/2026/0427_3.html?msockid=00cdba2a41a36f6128cfae19407b6ed1


スモデル変革を進める AI 時代に最適な次世代 ICT プラットフォームのことです。 

※7：「AI Native City CHITOSE」とは、次世代半導体や次世代 ICT インフラを核に、AI 活用を前提としたまちづ

くりを進めることで、千歳市において世界最先端の都市をめざす構想です。 

 

 

 




